
Title 日本経済の基盤
Sub Title The basic conditions of Japanese economy
Author 鈴木, 諒一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1958

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.51, No.1 (1958. 1) ,p.1(1)- 22(22) 
JaLC DOI 10.14991/001.19580101-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19580101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


-

一：、

日
本
経
済
の
基
本
的
性
格

.

.

.

，
経
済
生
活
ば
与
件
の
発
動
に
伴
つ
て
発
展
す
る
。
最
近
十
年
間
に
お
い
て

.
日

，
 

本
経
済
は
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
発
展
め
率
そ
の

.
も
の
が
基
礎
的
：
 

条
件
で
あ
る
人
口
と
資
源
の
相
対
的
割
合
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ 

ば
先
¥
#
態
的
に
日
本
経
済
の
基
本
的
与
件
が
他
国
に
比
し
て
ど
の
よ
ぅ
な
状 

態
に
あ
る
か
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

M

1

表(

次
頁)

は
太
平
洋
戦
争 

が
始
ま
る
直
前
の.
昭
和
十
.四
年
ご
ろ
の
各
国
の
.人
ロ
密
度
钇
地
較
し
た
も
の
で 

あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
わ
が
国
内
地
の
人
口
密
度
は
総
面
積
.に
対
す
る
密
度
ン 

と
レ
.て
は
、
ィ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
シ
ダ
、
ベ
ル
ギ

ー

等
よ
り
も
低
位
に
あ
る
が、
. 

可耕地面積が少なとし

.
て
耕
地
面
積
に
.対
す
る
比
率
は
人
口
密
度 

の
高
い
：と
称
せ
ら
れ
る
西
ョ

—

 

ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
も
な
お
高
ぐ
、
主
要
国 

中
の
最
高
位
に
あ
る
。
そ
し
て
農
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
鉱 

物

も

豊

富

で

あ

る

と

はい
え

.

な
い

。

第
2

表
を
'a
.

る
と
近
代
工
業
の
基
軸 

を
な
す
鉄
と
石
炭
に
お
い
て
は
西
欧
諸
辰
と
め

g

に
格
段
.の
差
異
が
あ
る
。
こ

e

本
経
済
の
：基
盤

の
よ
ぅ
に
原
料
資
源
が
：乏
し
い
た
め
、
多
数
の
人
ロ
を
養

:5

に
は
国
際
貿
易
に 

よ
ら
，
て
必
需
品
を
輸
入
す
る
故
外
に
方
法
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
た
め
の
見
返 

••
0

輸
出
の
原
料
も
わ
が9

に
.は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
勢.い
原
料
を
輸
，入
し
て 

こ
れ
を
製
品
に
仕
上
げ
：てM

し
、#

間
賃
を
か
せ
ぐ
と
い-?
た
加
工
質
易
の 

:

形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な'る
。
；
明
治
維
新
以
後
、
わ
が
国
の
入
口
が
急
激
な 

.
膨
脹
を
示
し
：た
の
は
：、
実
に
製
造
X

業
の
発
展
と
貧
易
に
よ
マ
て
扶
養
力
が
増 

•

大
し
：た
た
め
に
外
な
ら
な
い
の
で
：あ
る
。

.

.
.

第
;3
衷(

三
.頁
参
照)

を
.見
る
と
比
較
的
国
内
自
給
率
の
高
い
米
で
さ
え
対
外 

依
存
度
は
ー+:
%

を
示
し
て
い
る
し
、
右
油
や
鉄
鉱
石
に
な
る
と
I

で
生
産 

.

さ
れ
る
の
は
ほ
ん
の
プ
部
に
過
ぎ
な
い
°

そ
れ
.で
は
戦
前
の
日
本
経
済
は
ど
の 

■;
■
:

程
鹿
ま
で
工
業
に
依
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
ぅ
か
。
こ
れ
を
录
す
も
の
が
第

4

表 

で
あ̂

:

洗
ず
有
業
薄
を
見
る
と
四
六
％
で
ア
メ
：リ
ヵ
め
三
四
；
八
％
よ
り
も 

高
い
が
、.
西

欧

諸

国

よ

り

も

低

率

に

：：

S

る
。
1

体
'

有
業
率
が
低
：い
と
と
に
は 

:.

ニ
つ
.
'の
原
因
が
，あ.る
0

第
一
は
.
年4

1
$

成
に
よ
る
.も
の
.で

、

老

人

.や

年

少

者

が 

多
い
た
め
ね
、
労
働
力
に
な
り
得
欢
い
場
合
で
^

石
。
第
一1

は
生
活
水
準
の
向

.

1
.
C
.

. 

一
，〕

‘

■
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ク
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問
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へ
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/

ギ
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.
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J B
.オ
.
.

I 
つ
.A 
ダ
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'
'
省
.

腿
ィ
>

ブ
ァ
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«

i

ib
k-
.

w
'v
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レ

フ

I

っ

、
ノ

ス
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.年

マ
ギ
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図

(19J第 2 表 主 赛 原 料 生 産 高

き
が
見
ら
れ
か
と
い
ぅ
。
又
、
労
働
者
の
賃
金
が
騰
貴
す
れ
ば
子
弟
に
教
育
を 

受
け
さ
せ
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
見
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
き 

，
は
貸
金
と
閑
暇
と
の
選
択
に
お
.い
て
現
わ
れ
：る
現
象
で
あ
る
。
戦
前
の
日
本
経 

済
に
お
い
て.
日
本
の
有
業
率
が
西
欧
諸
国
よ
り
も
低
い
の
は
明
ら
か
に
第

j

の 

原
因
に
.
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
西
欧
諸
国
や
戦
後
の
わ
が
国
に
お
.い
て
見
ら
れ

- 

- 

- 

• 

r 

- 
£ f 

-
-
-
- 

I-

-
-1
-

I
 

- 

- 

- 

-

-

-

-

-- 

I
.

* 

- 
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‘ * 

.
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-

_

I
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i
l

i
—

i

 

丨 

i

l

go
o

w

 

«

m

 

J

.

.

H4
J

J

,

上
に
よ
つ
て
今
ま
で
労
働
者
と
な
つ
て

い

た
入
々
が
非
^
■
カ
ル
し
た
場
合
で. 

あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
婦
人
や
学
生
め
場
合
に
多
く
見
受
け
る
と
こ
ろ
で
、
所
得 

と
閑
暇
と
の
間
に
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
^

第
一
：

一

次
大
戦
'
の

終

了

後

、
，
：
あ 

る
.程
度
ま
で
経
済
が
復
興
し
て
く
る
と

k

欧
諸
国
で
は
労
働
組
合
の
中
にも

生 

産
性
の
向
上
と
共
に
貴
上
げ
ょ
り
も
む
し
ろ
労
働
時
間
の
短
縮
を
要
求
す
る
動

二 

(

二

)

.
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国 別

1934^36
年 平 均 ，

1949年 順
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有
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^
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見

：な
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^

:1
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' '
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一

〉

V

.
•

:

■

.

れ
な
か
.？
た
家
族
従
業

I

:;1'-
f

，
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ー46
46
1

37
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_
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■一
 

者
が
独
立
の.

I

 言

靖
.
.
.
.
.4.
平

'.:-.

■•

4
:.

へ
:4
.
.:
2
.
_ 

:

し
て

.

収
入
を
得
る.

よ
う

.

表
バ
1
年

;

■.
■,
-'
..

こ
を
る
と
：
見
掛
ず
上
の 

5

;

別

本
.力

：：

速.

ス
メ
ド
ッ
国
ダ
：ァ

V

有
業
率
は
高
く
な
る
の 

:

第 

リ

：
リ

シ
':
■
'

リ

で

あ

る

？
,■

メ
：

ギ

ラ

:'
タ

.

.

次

に産
！！̂

!

成

を

見
 

, •1

国

日
.
'.
:
ア

ソ

ィ
フ
ィ

ド

中

力
.

：

イ

，
る
と
農
業
人
口
が
压
倒 

一
一 

'.的
に
多
く
、'-
西
欧
諸
国 

の
中
で
尤
ィ
タ.
リ
ア
に.
や
や
似
た
傾
向
を
示
'1.

て
い
る.
。
し
力.
し.
イ
.タ
リ
ア
よ 

り
も
エ
業
人
ロ
の
比
率
は
少
な
く
、
商
業
人
口
の
比
率
が
か
な
り
大
き
い
。
こ 

れ
は
経
済
発
展
の
程
度
が
高
い
た
め
で
は
な
く.
て
、
小
贺
業
を
始
め
小
企
業
が 

多
く
、
景
気
変
動
に
よ
？
て
エ
業
に
失
業
が
.発
生
し
た
と
き
に
は
エ
業
か
ら
商 

業
へ
の
人
口
奮
が
起
る
た
め
で
あ
る
。
;

:

.人
口
と
資
源
と
の
間
に
こ
の
よ

う

な
不
均
衡
が
あ
る
た
め
、
わ
が
国
の
国
民 

所
得
水
準
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
今
、
1

刖
戦
後
に
お 

け
る
国
民
一
人
当
り
の
所
得
水
準
を
為
替
レ
I
ト
で
換
算
し
て
比
較
す
る
と
第

5

表
の
：ょ
ぅ
に
な
る
。
:'

即
ち
1

刖
：に
：和
い
て
最
も
變
所
得
の
高
か
？
た
時
期
：

に
お
.
い
.て
も
、
，ア
メ
リ
カや
イ
ギ
リ
ス
の
七
分
の

V:、
：

フ
ラ
ン
.

ス
：の
四
吩
の
一
'
 

に
'
達
し
&:

い
状
態
で
知
っ
た
。
：
し

(

か
%'

第
ニ
次
大
戦
に
ょ
っ
て
わ®

は
：じ
め 

西
欧
諸
国
が|

^

に̂

た
の
.に
、
.'
:

ァ
メ
リ
カ
だ
け
は
^
^
に
戦
場
に
な
ら
な
ノ 

が
づ̂
'
;'

^

め
、
.'

他
国
と
比
較
に‘
な
ら
な
い
ほ
ど
、の
所
得
水
準
に
達
し
た
。
即
ち 

1

則
に
扣
い.
て
は
：米
英
両
国0

所
得
水
準
に
は
大
差
が
：な
：か
マ
た
の
で
あ
る

： 

.

が
、,'
:

戦
後
に
は
.

K

メ
リ
ガ
の
所
得
水
準
味
イ
ギ
リ
ス

0
. 

一1
^

^

に
達
し
、
わ
- 

板
国
の
所
得
水
準
は
対
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
に
お
い
て
は
戦
前
と

. 

ほ
ぽ
同
じ'で
あ
る
が
、
対
ア
メ
リ
力
と
の
関
係
に
お
い
て
は
著
し
く
版
く
なマ
 

て
い
：る
。
C

7
/ 1
'
'

三
.

四
--

六
年
ネ
四九
年
と
の
比
較
で
：はへド
ル
.の
価
値
が
変
化 

..
'■
し
て
い
る.
が
^

、
名
目
上
の
数
字
だ.：け
所
得
冰
準
が
上# :
し
た
と
見
る
の
は
当 

ら
、な.

.

.

い
。)

..

.:；ホ'
リ

ス
•

 B
 .
.

チ
キ
ネ
リ1
« '

.

.

.
:
'
.
.
ボ
.ル
> :
-

.
ガ
'ル
い
ギV

シ
ァ
、
ト 

ル
：コ
等
の
地
中
海®

諸
国
の
：
1

A

当
り
1

を
一
九
四
九
年
に
お
い
て
ほ
ぼ 

一
3£

〇
ド
ル
員
趴
と
見
て
い
る
が
、
わ

が

国

の
-^

得
ホ
-
は
こ
れ
等
諸
国
ょ
り 

"

も
更
に
若
干
低
い。
-

.

.

:

.

.

全
体
と
し
て
の
所
得
水
準
が
低
‘い
ば
か
り
で
な.
く
、
勤
労
所
得
の
相
#
的
割 

合
が
小
さ
く
、
レ
か
'%
こ
の
割
合
が
景
気
の
局
面
に
従
っ
て
変
動
す
る
こ
と
も 

わ
が
国
経
済
の
ー
特
徵
ヤ
あ
る
。
'第
6

表
は
各
国
の
勤
労
所
得
の
国
民
所
得
に 

対
す
る
相
対
的
割
含
を
示
し
た
も
0 .
で
あ
る
が
、
と
の
比
率
は
他
の
い
ず
れ
の 

国
ょ
り
も
低
い
。
と
れ
ば
一
：
.

つ
に
は
小
商
人
の
！̂

等
が
個
人
業
主
所
得
と
し 

て.
計
上
さ
れ
て
い
る
た.
め
で
あ
る
が
、
労
働
の
限
界
生
産
力
が
麻
い
こ
と
に
も 

理
由
が
あ
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
'ス
や
イ
ギ
リ
ス
め
例
を
見
る
と
古
い
畤
代
に
は
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労
働
Jr
.^%
の
相
対
的
#
合
が
比
較
的
侮
か
ら.た
の
が
、
次
第
に
遞
増
し
て
き
て.
 

い
る
。
こ
.れ
は
資
本
の
蓄
積
と
共
に
労
働
の̂

;
生
産
力
、
従
っ
て
.：一
人
当
り 

の
！

金
が
^

:
す
る
た
め
で
；あ
る0

好

■

. 

:
:

>

1

0

限
界
生
産
力
亦
低
い
の
は
資
本
蓄
積
：が
不
十
分
な
た
め
で
あ
る
が
、

こ.
れ
は
資
金
的
に
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
,0
第
V

表
は
^
^
に
お
げ
る
産
業
資 

金
の
供
給
実
績
で
'あ

，
る

が

「

昭

和 
一I

十

六

年

度

を

見

て

も

外

部

資

金

が

全

^

の 

七
四
%

を
占
め
て
い
る.
。
と
れ
に
対
し
、
第.
8
表
に
あ
る
ァ
メ
リ
力
の
実
經
を
：
 

見

，る

と

銀

行

か

ら

の

借

り

入

れ

は

一

.

え
五
◦

年
度
に
は
全
体
の
六
•

五
：％
に
.す 

ぎ
ず
、
■

廣

債

や

株

式

、

社

惙

を

加

え

，て

も

外

部

資

金

.は

 

一
一o
%
p

度.
で
.社
 

内

留

倮

と

經

歸

翌

：金

だ

妙

で

議

與

上

：を

占

め

：て

い

る

。

.
又

、
.

資

金

の；•

:

.

■

日
本
経
済
.の
.
基

盤

.

:

.

I
.

H

冻
ま
雜|

>

胀
々
5
驾

#

+

书
述
画
沏̂

#

.

.
•
 

- ,
 

.

.

.
I 
- 

.

用
途
を
見
る
と
わ
が
国
で
は
運
転
賢
金
が
圧
倒
的
に
多
：

V
、：

昭
和
ニ
士
ハ
年
度 

に
は
全
体
の
六
三
％
を
占
め
て
い
る
が.
、

一
九.
五
a

年
の
ァ
メ
リ
力
で
は
四
四 

.%
が
設
備
投
資
に
向
げ
ら
れ
、
政
府
証
券
の
保
有
額
等
を
除
い
て
計
算
す
れ
ば 

運
転
資
金
と
設
備
資
金
の
比
率
は
ま
さ
に
扣
対
五
と
办
る
：。
こ
れ
は
設
■
投
資 

.

.
の
未
^
1

を
汞
す
も
の
で
あ
り
、
:.
ァ
メ.
リ

ヵ

に

比

；
べ

允

迂

回

生

塵

の

長

期

化

と 

産
業
構
造
の
安
定
度
が
遍
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
：い
。明
治
維
新
以
後
、
 

'
わ
が
国
の
資
本
主
義
は
欧
米
諸
国
に
比
し.
て
立
ち
遅
れ.
て
出
摩
し
た
：た
め
、
 

'
政

府

の

育

成

：政

策

が

強

ぐ

影

響

し

だ

'

:.
0
戦

前

に

お

い

て

も

重

工

業

に

お

い

て

は 

特
に
こ.
の
感
が
強.
か

巧

た.が
：、' .
戦
時
中
の
消
耗
と
に
よ
っ
て
自
；

T
M

本
が 

:

ま
す
ま
す
不
足
し
、：
そ
の
復
旧
ゆ
於
か
に
政
府
依
存
度
於
高
く
な
マ
*:
の
セ
あ

:

五
.(

五 

V.
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Abstract of the U,S，よりとった。尙牛肉のみ該当する数字がなかつ  

たので1932年 （昭和 7 年） をとった。石炭以下苛性ツーダ迄は物価局 
「日米菽礎物資価格比較丄より，石鹼，マッチ，靴下は「国民経済j 4 月 
号 （イa し消費者価格) より。

⑵ マ ッ チ ，石險，靴下を除き，全部物価庁「日米物俩の相対的バランスに 
ついてj より，マッチ，石險，靴下は「国民経済」 4 月 普 （但し消費者 
価格）より。 '

M わが国財政負祖額は予算により下の通りである。 (単位馆P3)

'液;::：こ 度 ，租 税及び  
-還付磁収入 印紙収入 專売益金 地方税⑵ ..合

明和 2 2 年度 1，419 10 512 223 2,170
昭和 2 8 年度 2,582 50 943 430 4,005

ニ . -
第 10 表

目
分 類

単 位 米国卸売価格 
■ (1)

23年1?月B
米国卸売価格 

_ _ _  (2)

倍 率 （％ ) 
_ 1 B / A

第 9 表 祖 税 の 平 均 負 担 率 に よ る 比 較  

負担率み直接比較による方法 (名目負担率）

国 ，別 年  M 財政負担 (A) 国民所得 (B) 負担率 (A/B)

日 本
1947. 4〜8. 3 
1948.4〜9 .3

. 2,174傲円 

4,005
10,000僚丹
19,000

21.7
21.0

:::米 : : : . ' . :国
.1 9 4 7 . 7〜8. 6 52,464首方弗 192,000百万弗 27.8

1948 .7 -9 . 6 53,827 203,000 26.5

英 国
1947.4^48.3
1948,4r-49.B

2タ98百万弗 8,770百万弗 34.2
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第 8 表米国法人余業の資金の源泉及ぴ镩途( 1 9 4 6 ^ 5 0 ) (単位10僚弗) 

自 | 1946 I 1947 | 1948 1949 f  1950
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当
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本
，

合

.

保
償
掛
所
他
債
燦
長
当
^
株
社 

俩

，
邦
の
額：

-

:

,

'

留
減
賀
連
其
銀.

抵

新

：
' :

源

法 ¥ 券，f i擎員电の資料によって米国商務省が作成したもの，銀行及び保險業を除 
く。1950年は暫定数字。 ' 

a > - 火損金を含む0 * 5 0 百万弗以下。



る
0

-.
の
よ
ぅ
に
政
府
投
資
が
多
い
こと
は
必
然
的
忆
財
政
規
模
の
膨
脹
を
促 

す
に
至
る
。
戦
争
直
後
に
お
け
る
名
目
上
の
財
政
規
模
は
ア

-
メ
リ
カ
‘
：や
ィ
ギ
リ， 

ス
よ
り̂
:

小
さ
い
が
、

水
準
が
麻
い
：の
で
あ
ぞ
か
ち
、
' 

実
質
的
な
租 

税
負
担̂

は
が
な
り
高
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

(

第
9

表)

。

.

.

.

最
後
に
ア
メ
リ
力
と
：わ
が
国
の
価
格
体
系
の
差
に
つ
い
て
観
察
し
よ
ぅ
。
：
比 

較
生
産
費
説
の
汞
す
と
こ
ろ
で
は
、
両
国
間
に
質
易
が
行
わ
れ
れ
成
そ
れ
だ
け 

相

対

価

格

：
は

平

滑

华

る

、。

従

っ

ル

正

常

贸

易

の

な

が

っ

た

昭

和

ー

ー

士

ー

ー

年

ご

.

 

ろ
の
資
料
を
見
る
と
両
国
の
国
内
事
傭
の
差
が
明
瞭
に
現
わ
れ
る
：こ
と
に
な 

る
。
i

lo

表
を
見
る
と
対
米
此
価
が
最
も
悪
い
の
は
鉛
で
牛
肉
、
亜
鉗
、
電
気 

銅
と
い
へ
？
た
も
の
亦
こ
れ
に
'練
い
て
：い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
対
米
比
価
が
比
較 

的
低
い
も
の
と
し
て
：

g

诗
性
ソ
I

ダ
を
始
め
、
石
驗
、
大
麦
、
小
麦
粉
等
が
あ 

る
。.
，こ
れ
で
見
る
と
.対
ア
メ
リ
力
と
の
関
係
に
お

い

て

は

、

重
工
業
製
品
は
国 

際
競
#

市
場
に
お
い
て
弱
く
、
農
産
物
や
雑
貨
類
は
比
較
的
強
い
。
こ
れ
が
戦
：
 

前
の
贸
易
内
容
に
反
映
さ
れ
てv
^

4

^

Kfc
s

。
''
:

.
'

.

ニ
、
産

業

構

造

の

変

遷

ど

物

価:-

'

次
に
以
上
の
静
態
的
考
察
纪
よ
る
国
際
比
較
か
ら
ー
歩
を
進
め
て
、
日
ボ
罾 

済
の
推
轸
に
つ
い
て
観
察
し
よ
ぅ
。
第
11

表
は
昭
和
初
期
に
お
け
る
日
本
の
人 

ロ
構
成
の
変
化
を
示
し
た
数
字
で
あ
る
。
.-
戦
前
に
お
け
る
わ
が
国
の
人
ロ
増
加 

率
は

li
t

^

^

i ^

の
高
率
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
が
、
昭
和
充
年
か
ら
六
年
ま
で
の 

五
年
間
に
四.八
0

方
人
の
增
加
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
：て
こ
の
現
象
は
出
生
数 

の
多
い
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ
り
、
こ
の
出
生
数
は
日
華
事
変
の
始
ま
っ
た 昭

和
十
一
：

一 :

年
ま
で
：ほ
ぼ
一
定
の
数
を
維
持
し
^

亡
率
が
昭
和
五
、

」

六
年
ご
ろ
^:
ら
減
少
0
1
:途
を
姻
っ
.：て
：お
り
、.
Cれ
が
戦
後 

ベ
に
な
っ
ハ
て
生
産
年
令
人0
の
増
加
，と
な
っ
て
現
わ
れ
、
深
刻
なi

l

を
ひ 

'
.き
起
す
|置
と

な

ら
^
の
セ
あ
る
。
と
の
入
口
増
加
を
證
し
て
一
行
っ
た
経
済 

力
は
何
で
あ
っ
た
か
。
明
治
年
間
に
は
農
業
生
産
力
：の
増
加
が
相
当
に
貢
献
し 

:た
こ
と
は
事
美
で
あ
る
。
第12
表
，ば
農
業
に
お
け
る
土
地
の
肜
産
カ
の
増
大
を 

示
す
も
の
で
あ
.る
が
、'中
心
と
な
.る
べ
き
米
の
生
産
力
は■一
九
1
.
0年
を
境
に 

I

応
停
滞
を
示
し
、
第
二
次
大
戦

Q

直
前
に
若
干
の
伸
び
を
承
し
た
に
す
ぎ
な 

い
。}

九
ニ
〇
年
以
後
は
小
表
、
、
犬#
の
生
産
が
か
な
り
伸
び
た
緊
、
他
の 

n品
目
ば
.停
滞
す
る
か
又
は
減
少
を
示
し
て.い
.る
場
合
さ
え
あ
る
？
こ.■の
.よ
う
に 

見
て
く
る
と
わ
が
国
：の
工
業
が
躍
進
を
遂
げ
た
大
正
中
期
以
後
に
お

‘い
て
は
、 

入
口
の
：増
大
は
主
と
し
て
工
業
及
び
第

11

一
次
産
業
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
農
業
は 

停
滞
じ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
食
糧
生
産
の
伸 

ぴ
が
#-
滞
し
な
が
ら
人
ロ
が
増
加
，
.し

た

-
と
.は
、
.ま
す
ま
，す
対
外
依
存
度
を
増 

.犬
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
，た
。
夂
だ
、l

g

^

m

p
、
.
台
湾
か
ら
の
盒
糧
移
入
が 

相
当
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
問
題
が
表
面
化
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ 

る
が
、
第
ニ
次
大
戦
に
よ
：っ
て
植
民
地
を
失
う
に
至
り
、

こ
の
問
題
が
急
に
重 

大
化
す
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
エ
業
は
明
治
維
齓
以
後
、
欧
米
諸
国
に
比
べ

.
て
立
ち
'遅
れ
て
産
業 

革
侖
を
迎
え
：た
た
め
、
政
府
の
保
饑
育
成
政
策
に
よ
っ
て

C

の
，立

ち

、遲

れ

を

取
 

り
戻
そ
う
と
す
る
努
力
が
払
わ
れ
た
。
そ
れ
が
日
露
戦
争
前
後
が
ら
軽
工
業
は 

よ
う
や
く
一
本
立
ち
に
な
？
た
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
輪
出
の
好
調
で
目
覚

.
骑 
i

i

m

弱

咎
Hl
-t

妇

孫
&

辟
|̂
11
-

窥

苹
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日
本
経
済
の
基
盤

第
13

表

我

が

届

工

場
.の
生
産
金
額
別
工
場
及
び
職
工
数

(

五
人
以
上)

商H

省H

場
統
計
表
，

第 1 2 表へクタール当収量塯减比
-

_
75
0

I
.

-
:

.
:

.
:

15
0

'

.

.

し
い
苑
展
を
遂
げ
た0

で
あ
る
。
.し
か
し
昭
和
年
代
に
入
つ
て
か
ら
の
重
工
業 

の
発
展
は
資
本
の
蓄
積
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
と
い
ぅ
よ
り
も
、
む
し
ろ
政
府
の 

軍
事
的
必
要
性
に
よ
る
も
の.で
あ
づ
た
。
わ
が
国
の
重
化
学
工
業
の
ゥ
ェ
イ
ト 

ガ
目
立
つ
て
增
大
し
た
の
は
紹
和
六
年
の
備
州
事
変
ガ
後
の
こ
と
で
ぁ
り

，

:8

.

.狐

13

表〕

、
戦
時
経
済
に
入
る
と
共
に
避

H

 

I

~
~

"業の補塡
授資を削減しでまで重エ
 

A

_ 

:
f 

,

」

業
.私
虻
大
を
靡
づ_
の
_
あ
ー
る
。：

：

こ
.の
：
 

y

 

.
^
y
r
-

丨
.j l
f

%

、
■
,'
:■-:
-と
：呔
^

^
金
：に
太
つ
T

-
わ
れ
、 

\

丨

：
：

“ 

.
y
-n
-
-
:
.
:
:

'.
成
.倉
X
強
^

^
と
公
債
の
発
行
に-'
j:
.
?
太
た 

■;
:

.

:

:

'
■'
.

:

'

,

--.
■」

--
■.j【

.

::
;

谷
，纖V

め
苗
時
の
®

^
費
水
準
を
著
し
く
庄. 

i

i

i

i

x

l
—灼

わ

：；

迫
し
次
o::そ
ル
て
そ
の
施
設
の
か
な
り 

,

:. 
一
i'
:
:
itv
-
J

^

_:■
■/I

' :.
'
'
:

多
く
：の
部
分
が
戦
災
を
受
け
た
の
で
あ 

\

 

' 

.
” 
”

m
s
_
-/
M

75
;.
'る
が
、
戦
後
経
済
吖
復
興
に
役
立
っ
た 

';
_ _

-

一
.
一
 

面
も

少
な
く
な
い
。
冗
来
，
重
化
学
エ 

鄉
_

:

.は
軽H

業
：に
沘
べ
：て

尨

大

な

醫

を 

:

.-
-
-
1
^
1
1
1

約

‘
:.
'
:

,要
す
る
た
め
，
巨
額
め
資
本
を
也
要
と 

:'
: 

: 

- 一 

~
~

1が5

.
し
資
本
蓄
積
の
進
ん
だ
_

に
お
い
て
で 

;

''
:

■

--
--
:

—

■'
'
伊

ん

な

け

れ

ば

成

長

：
1>
'
'が
：た

い

の

で

あ

る 

I 

-

'--
+
:.
^『

.
卿
1

"
が
、
そ
れ
だ
け
に
蕩
の
生
産
性
が
高 

> f
.
---
-「

I L
T

败

岭

く

、
I

賃
金
も
比
較
的
高
ぃ
。
従
っ 

霞

！

-
;
:
■-

L

i

j

L

4
/?
/
-/
-
>
.
:

て
一
度
設
備
が
作
ら
れ
る.と
国
民
生
活
• 

.

.

.!0
'

:

8

-

/
。
今

：

水
準
办
向
上
に
資
す
る
と
：こ
ろ
は
少
な 

く
な
い
。
戦
後
に
わ
、が
国
の
産
美*
造
.に
.重
化
学
エ
業
が
大
き
な
ゥ
-
ィ
ト
を 

占
め
る
に
至
っ
た
の
も
、
満
州
事
変
域
後
の
育
成
策
が
影
響
.を
与
え
て
い
る
と 

ぃ
っ
て
ょ
ぃ
。

_

こ
の
澗
に
お
け
る
製
造
エ
業
の
事
僧
を
示
す
も
の
が
第
14
彔
で
あ
る
。
重
エ



の
は
当
然
で
あ
り
、
昭
和
五
、
六
年
は
そ
の
不
況
時
に
当
る
。
.従
つ

て
こ
れ
だ 

け
の
資
料
で
は
景
気
循
環
の
個
0々
局
面
に
お
け
る
相
対
所
得
を
云
々
ず
る
だ 

け
で
、(

傾
向
値
的
分
析
は
で
き
な.い
。
：

日
本
経
済
の
基
盤

•
こ
の
間
の
経
済
事
情
の
変
化
は
第
15

表
に
示
さ
れ
て
ぃ
る
。"
即
ち
大
IE

十
年 

C

一
 

九
：ニ
ー 

年
>

'

か
ら
昭
和
|
ー
ー
年
ご
ろ
：
ま

で

は

、
：
第
一
,
次

大

戦

中

の

好

況

の

反
 

動
で
鑀
漫
母
不
況
が
絞
き
ゝ
物
偭
は
緩
漫
な
テ
ム
ポ
で
下
落
を
続
け
議
国
民

十

所

得

の

増

：加

率

%-

そ

れ

ほ

.ど

高

く

な

が
 

っ
た
。

；

そ
れ
が
昭
和
五
年
の
恐
慌
に
よ 

っ
て
急
激
な
不
況
：に
陥
り
、
五
、
六
の 

両
年
に
は
工
業
生
産
がf

す
る
と
い 

■
っ
た
極
端
な
事
態
に
立
ち
至
ら
た
。
こ 

の
不
況
を
苋
服
し
た
め
は
満
州
事
変
の 

発
生——

赤
字
^
:
債
の
発
行
に
よ
る
有 

効
需
要
の
創
造
で
ネ
り
、
当
時
は
大
不 

況
の
後
で
遊
体
生
産
設
備
が
十
分
に
あ 

'
つ
た
が
ら
、

こ
のI
g

g
に
；よ
つ
て
物
価 

騰
貴
を
招
く
こ
と
は
余
り
な
く
、
実
質 

.
国

民

所

得

.の

向

上

に

資

す

る

こ

と

が

で
 

き

た

。

か

く

て

昭

和

六

〜

十

.
一

 

'年
に
お 

い
：て
は
準
戦
時
体
制
に
入
つ
た
と
は
い 

_も
の 
'の
未
だ
財
政
負
抵
が
そ
れ
ほ
ど 

重
費
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
経
済 

は̂

な
仲
び
を
示
し
て
拧
っ
た
0
し 

か
し
こ
の
体
制
が
遂
に
日
藤
事
変
に
突 

.入
す
る
に
及
ん
で.龙

大

な

軍

事

費
.^
生

第 U 表 (単位苗万W)

製造土業 
生 産 領

原材料燃 
料動力費

b

総所得 

.C〔a—b〕.

減 価  
偉却費

clCax4^D

そのィ也 
経 費

e〔ax5% 〕

鈍所得 

C c X e ,

賃 金  
支 鄕  

S

支払徽 

0x 2 0% 〕

g’+ h
f

1929 7,739 4,415 8,324 310 V 387 2,627 747 149
%

34.1

1930 5,945 3,864 2,081 239 297 1,545 641 128 49.8

1931 5,196 3,286 1,910 208 260 1,442 549 110 45.7

1932 5,970 3,623 2,347 239 299 1,809 560 112 37.1

193B 7,857 4,972 2,885 314 393 2,178 636 127 35.0 •

1934 9,359 6,056 3,303 374 468 2,461 777 155 37.9

1935 10,816 7,052 3,764 433 541 2,790 863 173 37.1

1936 12,236 8,138 4,098 489 612 2,997 964 193 38.6

:1937 16,328 11,222 5,106 658 816 3,687 1,144； 229 B7.8

1938 19,620 12,769 6,851 785 981 5,085 1,433 287 33.8

1939 24,793 14,727 10,066 992 1,240 7,834 1,947 389 29.8

1940 27,093 15,831 11,262 1,084 1,355 . 8,828 2,279 456 31.0

1941 30,458 17,224 : 13,234 1,218 1,523 10,493 2,532 506 28.9

1942 32,039 17,000 15,039 1,282 1,620 12.137 2,919 584 28.9

注 ⑴ 出 所 工 業 絲 針 表  

⑵電気ガス事業を除ぐ。

( 3 ) 原材料燃料動力費中には; . 他より供給された電力•ダスのみを，金額に換 

算含ましめた。 ： ぎ "
⑷ 減 価 償 却 費 の 4 % は彐菱事業成辕分析を参考にした。

( 5 ) その他経費ば推計困難てH 全業によ.!?相当相違があるけれども，.昭和 

7 年, : 商工省「3：業轾啻获況調べJ ,を参考にして，その平均位のとごろをお 
さえた0 …

( 6 ) 俸齡'支払顧の20%は土方氏「国民所得の構成」1\234, 第 W 表を参考とした。 

' (篠M三代平氏の計箅による）

.

.い
'
る
。v
' u

办 

も
む
し
ろ
景 

き
で
あ
ろ
う

r
J
:れ
は
傾
向
値
的
発
展
.と
い
ぅ
よ
り 

(

循
環
の
：影
響
に
よ
る
も
の
と
見
る
ベ 

不
況
時
に
：企
業
家
利
潤
が
減
少
す
る

は

.^
時
経
済
の
イ
シ
：フ1>
と
資
本
の
食
.い
つ
ぶ
し
が 

:行
わ
れ
た
.た
め
で
あ
る
.。
最
後
に
労
働
の
相#
0r
得 

を
見
る
：ど
1
,九
三
0
年
_

次
第
に
低
下
し
て
き
て

が
、
四
〇
年
以
後
は
再
び1

ノ
し
四
1
年
に
は
三
' ー

年
の
と
ろ
と
ほ
ぼ
同
、じ
比
率
ヒ
な
つ
て
.
い

る

。

こ
.
れ

... 

.
ン
 

• 

,

:

れ
る
。
又
、
紱
価
償
却
費
め
.割
合
を
見
る
と
一
へ
九
三 

:七
、

/\
年
ご
ろ
ま
で
：は
遞
増
して
い
る
。
こ
れ
は
資 

本
設
備
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る

も
の
か
：
そ
れ
と
も
三
五
、
六
年
に
建
設
，さ
れ
た
新 

設
備
€>
:
効
果
が
現
わ
れ
てき

参

め

で
あ
る
か
、
こ 

.の
資
料
だ
：け
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。
■恐
ら
く
こ
の 

ニ
っ
：
の
効
果
が
重
複1.
て
現
ゎ
れ
た
も
の
と
考
ぇ
ら

す
る
割
合
は
五
七
％

で
あ
り
、
三
六
年
に
は
六
七
％ 

に
.ま
で
増
大
し
た
が
、
三
九
年.は
再
び
五
七
%

に
下 

っ
て
ぃ
る
0
こ

れ

が

戦

時

鑛

の

'結
果
を
反
映
し
た

業

.の
ゥ
.■モ
イ
ト
が
増
大
：し.た
：.に
も
拘
ら
ず
、
マ
原
材
料 

費
の
率
ば
.ほ

、ほ

1

定
で
あ
4
。
，
即
ち
物
価
統
制
令
が 

全
面
的
钇
実
施
為
れ
於
：一
九
四0
年
以
後
を
別
に
十 

れ
ば
：、

一：
九1

一
九
年
に
.は

原

料

費

産

金

額

に

対
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1

愛

I

筆

な冷

(

1

9

4

0叔
耘

孫
沐
»

辦
»

「

ぃ
=

\.
/|
|

;

^
こ

行

脔

，が)

-

 

-

 
.

 

’

み
迅
ん
、
ィ
ン
フ
レ
を
生
み
肚
す
に
至
ヶ
た
。

一
九
三
七
年
以
後
、
答
目
国
民

所
得
は
急
力ー

ブ
で
上
昇
し
て
.い
る
が
、.強
f

蓄
が
行
わ
れ
た
た
め
国
民
消

費
氷
準
は
寒
質
上
低
下
し
、
：特
に.'

1

九
兰
九
年
M
降
は
こ
の
傾
向
が
甚
だ
し
か

.

ク
た
。
.こ
の
こ
_と
は
第
15
表

の

|
九
四
〇
年
以
降
に
関
す
る
グ
ラ
ッ
に
明
瞭
に

現
わ
れ
ズ
い
る
。
こ
れ
は
名
目
額
で
'示
さ
九
た
数
字
で
あ
る
か
ら
そ
れ
だ
け
物

-
価
騰
*
を
割
引
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
：.最
も
急
ヵ
ー
ブ
で
上
昇
し
て
い

る
の
は
政
府
支
出
で̂

り
、
中
で
も
.馨
支

出

が

著

し

い

。
：こ
れ
：に
反
し
て
消
'

費

支

出

は

横

這

い

藤

に

あ

り

、

ャ
ミ
物
価
の
効
果
を
計
算
に
入
れ
れ
ば
賽

: 

.上
は
下
降
し
v
v>
る
‘こ
と
が
わ
が
.る
。

へ

く

：
く

，

.

■

'

..
,

•

.:

第
16
表
は
第
ー
次
大
戦
の
給
め
が
ら
第
ニ
次
大
戦
末
ま
で
の
三
国
物
価
の
.比 

較
で
あ
る
.
へ
但
し
こ
れ
は
公
定
価
格
だ
け

で

あ

る

)

。.

こ
れ
で
覓
る
と
第
一
次

: 

大

纖

に

：

お

い

て

ゆ

わ

が

国

の

戦

#

介

入

め

度

合

.は

比

較

的

小

さ

か

：
ゥ

た

に

も

拘

.

： 

h

ず
、
' 

そ
；の
物
価
騰
貴
：の
割
合
は
大
戦
の
末
に
参
戦
し
た
ア
メ
リ
ヵ
よ
り
も
遙 

か
：に
激
し
く
、
大
戦
の
、

H
I

要
国
で
あ
っ
太
ィ
ギ
リ.ス
.に
近
い
タ
そ
し
て
大I

:'. 

，の
デ
フ
レ
の
程
度
は
ィ
ギ
リ
不
ほ
ど
で
は
な
く
、
緩
漫
な
下
降
傾
向
を
肌
っ
て

'

、
 

い
る
の
は
ア
メ
リ
ヵ
と
似
て
い
る
。
こ
れ
は
大
戦
前
に
お
い
て
は
わ
が
国
の
エ 

寒
水
f

未

だ

発

達

せ

ず

供

給

の

弾

力

性

に

汔

し
：：

か

っ

た

た

め

、

外

部

か

ら

の

. 

刺
戟
に
十
分
，に
適̂

ず
^

力
が
な
い
'
た
.
め
.
、.ィ

ン

フ

レ

効

果

^-

坐
ん
だ
も
.
の
.で
'
.
, 

知
};
.
.、
，.デ
フ
.
レ
効
果
が
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
強
く
な
か
？
た
の
は
、

.
ィ
.¥.
-

リ
ス
.は
主 

要
参
戦
国
で'あ
り
、
終
戦
に
よ
る
復
員
と
軍
需
の
減
少
と
が
大
き
く
影
響
し
た

', 

の

舊

し
て
、
-わ
が
.国
は
西
欧
諸
国
め
雷
カ0

回

復

の

：影

響

を

受

け

た

：に

す

一：.

ぎ

な

か

：
つ

た

が

ら

で

.
あ

る.。‘
そ

し

て

1
:

九
1

1

0
年

ど

，
ろ

ま

で

は

各

国

と

も

不

況

■
 

.
 

'

':: 

.
 
.

.

:

;--
 

...:

.

',
日

本

経

済

の

蓮

盤

：

が

綠

い

た

わ

け

で

あ

る

水

、
，
第

ニ

次

大

戦

中

办

物

箭

#

向

を

見

る

と

わ

が

鼠

の
 

.

.一,
物
#

が
著
し
.
い
急
傾
斜
で
騰
貴
し..て
.
い
.
る
の
に
反
し
て
、ぺ
ア
メ.リ
ヵ
..や
ィ
ギ
リ 

:

ス
で
は
そ
れ
ほ
ど
著
し'い

滕

食

は

示

し

て

い

.
な

い

.0

こ
れ
は
根
本
的
に
は
生
産 

カ
'
の
差
忆
基
づ'
く
も
.
の

免!:
>
:
.
.
ア

メ
.

力
で
も
戦
時
中
にi

の
抑
制
が
行
わ
れ 

■•
は
し
た
が
、
そ
れ
印
主
：と
じ
で
耐
么
消
齋
財
に
関
す

.る
も
の
で
、
_

消
費
水 

準
は
そ
の
増
加1

が
&

化
し
た
だ
け
で
絶
対
沐
準
と
し
て
：は
，向
上
し
て
い 
:

る
。
こ
れ
だ
け
；の
生
産
カ.が
あ
：っ
た¥

め
、
極
端
な
ィ
ン
フ1/
-

に
な
る
要
因
が
。
 

存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
'
。
又

、
ィ

ギ

リ

ス

の

物

価

騰

勢

が

鈍

か

：
ぅ

た

の

は

- 

.

国
民
の̂

R
.
.
.
-I
C
-
よ
名
.
も
の
.だ
と
よ
.く
い
わ
れ
る
が
、
第
一
次
大
戦
ま
で
.

「

世
界
の 

先
進
国」

で
あ
っ
た
こ
の
国
は
尨
大
な
資
本
蓄
積
が
あ
り
、戦
時
中
は

.

M

の
資
本 

i.
.の
食
い
潰
し
に
よ-*
て
.戦
費
を
調
達
ず
る
こ
と
が
で
き.た
。

)

従

：っ
て
国
民
の
実

.

質
消
費
水
準
は
切
り
下
げ
ら
れ
た
が
わ
：沆
国
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の

.
で̂
.

る
？

,

-.

.
..
 

/

..
:

■,
.

..
■■
: 

. 

, 

,

,

'
:

'
:1
1
1、
賃
金
と
生
活
水
準
^
丨

.

•:
:

:

.

.

.■
•

. 

■

 

. 

■ 

..一
 

.
;

'.
そ
れ
で
ぼ
こ
の
よ
ぅ
：な
経
済
変
動
の
下
で
、

.国
民
生
活
水
準
は
ど
の
„よ
ぅ
に
一 

:

変
化
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ}
か
。

免
ず
わ
れ
お
れ
は
賃
金
水
準
の
変
化
を
見 

る
。
一
兀
よ
り
生
活
水
準
を
規
定
す
る
も
の
は
貨
幣
賃
金
：で
は
.な

く

て

賽

賃

金 

:で
あ
る
°-
'
.̂
, 

¥
..
:
ヶ
ィ
ン
、ズ.は
そ
の
■

「

•—
-
»般
適
論」

の
.冒
頭
^
お
い
て
へ「

労 

働
の
供
給
墓
定
す
る
ん
の
は
貨
幣
賃
金
で
あ
：？
て
變

賃

金

で

は

な

い

」

-旨
:
: 

.を
強
調
し
た
が
ノ
，
こ
れ
は
生
計
費
のi

が
：微
弱
な
不
況
時
に
お
い
て
一
の
こ
と
 

■で
も
り
"
し
か
本
短
測
的
見
地
に
す
ぎ
な
い
。
長
期
的
に
見
れ
.ば
物
価
れ
i

.
ヾ
 

を
含
ま
な
い
生
活
水
準
な
ど
祐
认
得
な
い
。
'と
こ
ろ
が
^g

員
金
と
U
ぅ

と

き

'

.

■

:

.
|
:
五
ぐ
 

c:l.

五

)

■■



g 金 統 計 注 ⑴ 明 治 42年は労働者を10人以上使用する工場の全数調査 

⑵日銀労働統計は，労働者を30人以上使用する工場の調査 

⑶内開統計局賃金毎月調査は労働者約50人以上使用する工場の調査

. 第 1 8表男女別平均賃命格差 (労務者) 及び男女別労働者攒成（製造工業)■ ■ .... . . •

:年、度 別
一 日 あ た り : 實 金 窬 労 :;® ，考数く考職計）

. ..，. 
男 女 •女/男 男、 : 矣 女/男:+ 亥

明 治 位 年>
P3 ^  

0.4?
IH M 

0.25
%

53.2
千，

339
千ノ

503
‘ % 

. 59,7

(以上農商務省工場統計表）

大 班 1 2 年 2.18 0.97 44.5 906 975 51,9
" 1 3 年 2.25 0.98 43.8 929 981 51.4
// i 4 年 2.20 1.01 45.8 923 1.011 52.3

昭 和 元 年 : 2.26 1,06 46.9 • 967 1,038 51.8
" 2 年 2.28 1.04 45.7 997 1,031 50.9
" 3 年 2.32 1.04 44.8 1,026 1,047 50.5
// 4 年 .2.30 1.01 43.8 984 981 49.9
// 5 年 2.18 0.90 41.4 920 896 49.3
// 6 年 2.07 0,79 38.1 896 893 50.0
" 7 年 ,2:08 ■ 0.72 34.8 972 8 9 6 、 48.0
" 8 年 2.14 0.71 33,1 1,103 943 46.1
// 9 年 2.17 0.70 32.2 1,302 1 0̂28 44.1
// 1 0 年 2.15 0.70 B2.5 1,459 1,096 42,9
i t 1 1 年 2.13 0,70 32.9 1,646 1,150 41.1
// 1 2 年 2.22 0.75 33.7 1,939 1,231 38.8
V 1 3 架 2.36 0,79 33.5 2,244 1,249; 35.8

. .. ■.

, i . 
: '■ t (以上 日銀労働統計） 者 ' . ，

昭 和 年. - ■
2.57 0.89 34.6 2,762 1,421 35.8

it ,
1 5 年 2.78 , 1.04 37,4 2,933 1,367 34.0
1 6 年 3.03 1.17 38,6 2,944 1蹲 ； 31.8

// 1 7 年 3.29 1.32 40.1 3,202 1,327 29.1
// 1 8 年 3.75 1,50 40.0
J ! 1 9年 4.67 1.88 40.3 T— ' *  — ，
•" 2 0 年 5.56 2.37 42.6 1,463 692 32,1
7/ 2 1 年 23.96 10.36 43.2 • 1

. ■丨-■■■；, 琴—

i t 2 2 年 '75.46 33.53 44.4 -- - ,. * — . ■-----

2ミ年 206.70 92.30 44.7 —— — . - — ,

u 2 4 年 373.57 164.98 44.2 2,300 1,026 30.8

( 以 上 ■ ， 含 騎 (以 上 S 8 葡 5 1 雜 )

.

日
本
経
済
：の.基

盤

:

.

'

.

'

.

 

.

:

:

.

:

:• 

.ぺ

.-
:

.

ー
匕
：(

|

七)

第 V I表 貨幣賃金ど実質賃金
■ .ぐ - ■. . . . .  
■ . . . .  . 驚 幣 廣 金 生針費楕数 実 質 質 命

1919 CT. 8) 61,7 138.5 44.5

1920 CT, 9) .97.2 150.0 64.8

1 9 2 1 ( T . 10) 93.1 133.0 70.0

1922 (T .1 1 ) 101,0 142,2 71,0

1923 (T .1 2 ) 111.0 131.0 84.7

1924 (T .1 3 ) 113,0 132.8 85.1

1925 (T .1 4 ) 112.0 136,9 84.5

1926 ( S , 1) 112.0 132.6 84,5

1927 ( S .  2) 111.0 130.5 85.0

1928 ( S ,  3) 111.0 127.1 87.3

1929 CB . .4) 111.0 123.3 ，90.0

1930 ( S .  5) 102.0 111.4 91.5

1 9 3 1 ( S .  6) 97.0 99,4 97.6

1932 ( S  . 7 ) 100.0 100.0 100.0

1933 ( B .  8) • 102.0 102.4 99.6

1934 ( S .  9) 100.0 106.1 94.2

1935 ( S .1 0 ) _ 110.3 89.0

1936 (B  ,11) 96.0 112.8 85.0

1937 C S.12) 89.0 117.6 75,6

1938 ( S . 13) 100.0 120.8 82.7

1939 (B .1 4 ) 103.0 152.0 67.8

1940 C S；15) 111.0 197.4 56.2

1941 (S .1 6 ) 122.0 230.2 53.0

1

一

通

り

の

解

釈

が

成

り

立

つ

:0
第

一
，は
企
業
家
の
側
か
ら
見
た
も
の
で
生
産
費 

め
中
で
賃
金
が
い
か
な
る
割
合
を
占
め
る
•
か
_を
見
よ
ぅ
と
す
る
も.の
、で.
あ
る
。 

こ
れ
を
統
計
数
字
で
表
わ
せ
ば
、
'

生
産
物
価
格P

時
間
当
り
賃
金
を
除
し
た
比 

率
に
な
る
。
労
働
の
生
産
挫
と
対
比
す
る
と
き
に
は
；こ
の
概
念
.は
重
要
な
役
割 

を
演
ず
る
。
如
れ
わ
れ
は
他
の
場
合
に
はこ
の
概
念
を
使
用
す
る
が
、'こ
こ
で
は 

生
活
水
準
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
か
らこの

概

^

は

適

当

で

は

な
い
タ
第
一
一
. 

の
概
念
は
労
働
者
側
か
ら
見
た
も
の
で
生
活
水
準
の
指
標
と
し
て
の

i

賃
金

〖研究」 

全国貨

方 氏 「日本経i 
，これを商工今

⑴ 1919〜24年の基本数字は土: 
付録，各年 6 月の計数をとり， 

金指数にリックして修IE した
1•エ省全国賃金指数(但し昭和5ベ>9 
び労働省「毎月勤勞統計」の:I：場

算に

経済研究所の生計費指数を 

;〜32ニ100であるが，ここ 

Vこ換算してある 

高；i f寿常氏の計

六
.:
,

C
V
H
C
)

：

■
-

を
.
齊
わ
ず
0

'
こ
へ
の
と
き 

'■
-■
は

労

働

者

一

人

当

り

の
 

へ
年
取
り
賃
金
を
生
計
費 

指
数
で
除
し
た
比
率
が 

用
1>

ら

れ

る(

但
し
戦 

前
で
は
免
税
点
：が
相
当 

に
高
'
か
？
た
か
ら
手
取 

'
.り
と
税
込
：み
.の
区
別
は 

大
し
.
-T

蜜
要
‘で
は
な

ぃ)

？

今
、

第
17

表

を

，
 

見
る
と
こ
の
意
味
に
お 

い

て

の

_

賃

金

は

大
 

正
八
年
か
ら
九
年
に
か

3
 

3
 

4

.

4
 

| 

，

け
て
急
縢
し
、
以
後
ほ 

1

1

1

1

一
注
.
. 

：

ぼ

I

定
の
割
合
で
上
昇

を
続
け
た
がi

六
年
に
至
つ
て
上
畀
を
停
止
ち
そ
れ
以
後
は
む
し
ろ
下
降 

傾
向
に
あ
る
。

一
体
、
景
気
上
昇
期
に
お
い
て
は
物
価
の
騰
賫
が
賃
金
の
上
昇

.
 

に
先
衍
し
、
そ
の
た
め

に

.囊

賃

金

が

低

下

す

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
して
い

わ 

.ゆ
る
リ
ヵ
.丨
ド効
果
が
起
つ
て
高
価
な| |

^

を
使
用
す'

る
.

ょ
.り
も
労
働
を
用
い 

た
方
が
.有
利
と
な
り
、

こ
の®
か
ら
も
雇
用
の
増
大
が
起
るの
'

で
あ
る
。今
、
.
 

昭
和
六
年
以
後
に
お
いて
な
ぜ
，
■

賃
金
が
低
下
し
たか
と
い
ぅ
と
、そ
れ
は 

主
と
し
て
生
計
費
指
数
の
騰
貴
にょ
る
も
の
で

昭

和

十

一

一

年

を

餘

い

て

は

名

目

⑵ 1925年以降

年基準に換算〕

男子賃金栺数ゝ 

⑶生計費指数は— 橋大名 
とる。なお同指数は19: 
では基準時を1932=10
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^  >f̂  CO 03 Ol CO
co o  bo ai co bo M to M C75 CJO cn ^

次
棘

ドドドp  P  M 
to K* bo CO CO 1 H* -Q CO H* CO 1 co

. ぺ '
h-1 M M O O M 
cb o  m bo bo co | いM O M CO to CO 1 CO

• - ; • ' • •- 
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c
r

-

九
}

賃
金
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
を
录
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
間
に
お
け

i:

る
雇
用
の
増
大
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
.
短
期
的
で
見
れ
ば
貨
幣
賃
金
が
労
働

 ゝ

の
i

と
！
^

众
_

を
持
つ
と
す
るゲ

ィ

ン

ズ迦
論
が
妥
当
し
た
と
見
ら
れ
ツ 

る
。
即
ち
こ
の
期
間
に
お
い
て
は̂
に
雇
わ
れ
て
1>
る
人
々
'の
_

賃
金
.は
低
..
'
.
' 

下
し
だ
が
、
：少
な
く
と
も
日
華
事
変
提
刖
に
ぉ
い
て
は
、
雇
用

'*
§
大
の
膨
で
国 

民
生
活
水
準
は
向
上
し
弋
行
マ
た
と
考
え
て
ょ
い
。

'

.

前
述
の
考
察
は
平
角
的
賃
金
水
準
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
格
差
，の
問
題
：

は
ど
の
ょ
う
に
な
っ
て‘い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第18
表
：は
年
度
別
の
男
女
別
賃
金 

格
羞
を
示
す
統
計
であ
る
，。
こ
の
結
果
を
見
ると
戦
前
で
は
平
均
賃
金
永
準
の 

上
昇
と
共
に
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
格
差
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い 

る
。
そ
し
て
童
エ
業
の
発
達
と
共
に
、
女
子
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
鏃
維
士 

業
の(

ゥ
土
ィ
ト
が
漸
減
し
た
た
め
に
、
女
子
労
働
者
の
従
業
人
員
%■
相
#

的
に
， 

m

し
て
い
る
。_
こ
れ
は
賃
金
格
差
が
開
い.■た
こ
4

と
重
要
な
賴
連
が
あ
り
、
，
 

労
働
生
産
挫
、
：従
ャ
て
賃
金
水
準
の
高.い
童
工
業
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
.性 

別
格
差
は
開
い
て
く
る
。
そ
し
て
，こ
の
表
か
ら
見
て
も
、
昭
和
六
、
七
年
以
降
、

： 

全
体
の
麂
用
水
準
は
遞
増
し.て
い
る
0

:

■
賃
金
水
準
が
右
の
ょ
う
な
変
化
を
示
し
た
と
き
、
生
活
内
容
は
ど
う
で
あ
っ 

た
ろ
.う
か
。
.こ
れ
を
語
る
も
の
は
家
計
調
査
で
あ
る
。
わ
が
国
の
1
刖
の
家
r{
.
.
.
-'
: 

調
査
で
全
国
的
規
模
に
わ
た
石
も
の
と
し
て
は
内
閣
統
計
局
の
家
計
調
査
が
あ 

る

:0
こ
れ
は
月
収
百
'一
5
円
未
満
の
労
働
者
及
び
給
料
生
活
者
を
対
象
と
し
た
. 

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ー
.部
は
第
19

表

に

示

す

ご

と

く

で

あ

る

.°
:
こ

れ

を

見

る
.
 

と
先
ず
飲
食
費
の
実
支
出
中
に
占
め
る
割
合
の
低
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
即
ち 限

和
九〜

十
年
の
練
計
に
'お
い
て
は
、'
月
収
六
〇〜

七
〇
円
の
階
級
の
主
ン
ゲ 

.,
ル
係
数
が
最
も
高
い
が
そ
れ
で.
も
因
0

%

に

達

せ

ず

、

：
ー

0

0

0
以
.上
の
階 

.

級
で
は
三
0
%-

に

近

い

：
。

そ

し

て

六

〇

円

未

満

め

奮

を

例

外

之

じ

て

そ

れ

以
 

.

上
の
階
級
で
は
所
得
の
増
加
と
共
に
飲
食
費
0

割
合
が
適
減
す
る
ど
，い
っ
た
エ 

.

シ
ゲ
ル
法
則
が
そ
の
ま
ま
妥
当
し
て
い
：る
：(

最
俾
所
得
層
だ
け
が
例
外.
を
：な
し 

て.
'い.
る
の
は
德
本
数
が
少
な
す
ぎ.
る
'た
'
め'
と
^

ら

れ

る

)

-0
.
.
と

ころ

が
.
.翌

年

に
.
'

■
な
る
と
物
価
雪
の
た
め
、

.

エ
シ
ゲ
ル
；震

は

上

畀

し

'、
.少
額
所
得
層
で
は
四 

〇
％
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
が
、
七

0
円〜

：一
〇
0
E

■の
階
級
.で
は
前
年
と
の 

•

間
に
大
し
た
差
を
な
し
て
い
な
い
。
第

17
表
に
戾
マ
て
生
計
費
指
数
を
見
る
と 

九〜

十
一(

年
に
甘
け
る
生
計
費
指
数
の
名
目
上
の
縢
貴
率
は
微
細
だ
も
の
で
あ 

■:

る
が
、

こ
れ
等
の
事
情

'

を
辯
比
す
る
と
'生
計
費
の
鐵
か
な
騰
費
は
中
堅
塚
上
の 

.

.

所
得
層
に
対
し
て
は
大
し
た
シ
ョ
ッ
ク
に
な
ら
な

.

い
が
、
少
額
所
得
層
に
与
え 

る
影
響
は
相
当

.

に
欠
き'

い
.

こ.

と
.

が
わ.

.か
る
。
し
：か
し
十

.1 .
~

十
二
年
の
結
果
を 

見
る
と
対
前
年
比
較
に
お
い

.

て
、.

五
0
円
±

ハ
0
円
階
級
の
；エ
シ
ゲ
ル
係
数
は 

む
し
ろ
低
下
し
そ
れ
よ
り
上
の
階
級
で
は
僅
か
な
が
ら
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

と
の
場
合
に
も
最
低
所
得
層
の
瘭
本
数
が
少
な
い
の
で
余
り
信
頼
は
で
き
な
い 

.が
、
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
の
物
価
騰
貴
よ
り
も
、
十
年
か
ら
十

j

年
に
か
け 

.

て
の
物
価
騰
貴
率
の..方
が
低
か
？
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
"
い
ず 

' 

ノ
れ
に
し
て
も
当
時
の
：エ
ゾ
ゲ
ル
係
数
は
か
な
り
低
い
方
で
、
戦
後
に
お
い
て
エ 

.

ソ
ゲ
ル
係
数
が
こ
こ
ま
で
低
下
す
る
に
は
相
当
の
時
日
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

:

戦
前
の
日
本
経
済
の
ー
特
徴
と
し
て
-3
:

1

が
大
い
に
進
ん
だ
こ
と
.は
西
欧 

諸
国
の
影
響
の
下
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
' 

戦
後
の
よ
ぅ
に
西
欧
諸
国
と



の
交
流
が
頻
繁
で
な
かっ
た
た
め
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
♦

エ
フH.

ク

ト
 

の
受
け
方
が
少
な
く
、
生
活
様
式ま
.で
は
西
欧
化
し
た
点
が
少
なか
っ
た
こ
と 

を
挙
げ
ぅ
る
。
そ
：の
結
果
耐
久
財
等
の
購
入
が
比
軟
的
少
な
く

中
産
階
級
以
上 

の
所
得
層
で
は̂

6

率
が
比
較
的
高か
っ
た
。
そ
の
上
労
働
の
相
対
所
得
が
少 

な
く
、
企
業
家
及
び
個
人
業
主
所
得
が
多
い
と
土
は
、
こ
の
傾
®
に
拍
車
を
か
け

. 

光

。
個

人

業

.主

所

得

中

の

相

当

の

部

分

は

農

家

配

得

.

g
,

あ
り
、農
家
は
一
般
に
，

.
程
度
の
所
像
を
得
て
い
る
^0

生
活
者
に
比
ベ
て
貯
蓄
性
向
が
高
‘ハ
0 
,
こ
外
は 

.わ
が
国
ば
か
り
で
な
く
ア
メ
リ
ヵ
の.資
料
で
も
看
取
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、 

こ
れ
に
は
種
々
の
理
由
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
第
‘一
に
農
家
は
食
料
や̂
 

居
.の
面
に
お
い
て
自
給
自
足
の
度
合
が
強
く
、
.従っ
.て
同I

の
貨
龄
所
得
に
対 

し
て
は
都
市
生
活
者
ょ
り
も
貯
蓄
胜
向
が
高
く
な
.る
。
'更
に
都
市
生
活
者
と
違 

っ
て
外
界
と
の
交
流
が
少
な
い
の
で
、
流
行
ル
変
化
等
，に
追
わ
れ
る
こ
と
がな
：
， 

く
、
そ
の
た
め
：に
貯
蓄
性
向
が
高
く
な
る
。
.從
ス
て
農
村
侬
存
度
办
大
き
い
屮 

本
経
済
で
は
た
だ
で
さ
え
貯
蓄
性
向
の
.高
ぐ
な
る
要
因
が
あ
っ

 

>こ6

.'
■

一
し
か
も
社
<
^
体
と
し
て
は
更
に
別
の
要
因
が
加
ぢ
る
°

貯
_

1«
]

;

の
高
い
'' 

こ
.と
、は
資
本
蓄
積
に
と
っ
て
有
利
に
は
違
い
.な
い
が
、'明
治
以
後
の
急
激
な-x 

糧

の
た
め
に
一
は
そ
れ
で
も
な
お
足
り
な
か
ス
た
。
そ
の
规
策
と
し
て
，と
ら

,
 

た
の
が
一
つ
は
銀
行
信
用
の
創
造

■:

で
あ
り
、
M
一

一

は

財

政

の

介

入

で

.あ

.
る

.
。『

 

治
以
来
、
昭
和
四〜

七
年
の
不
況
時
を
除
い
.て
わ
.が
：国
.の
銀
行
は
恒
常
的
に
預 

■金
^
上
の
貸
付
を
行
ぅ
、
い
わ
ゆ
る
ォ
丨
バ.1
ロ
.丨
ン
現
象
が
見
ら
れ
た
。こ
‘
 

れ
は
.ハ
ィ
キ
ク
が
弋
価
格
と
生
産
ー
で
述
べ
走
こ
ろ
の
ー
種
の
強
制
貯
蓄
で

. 

泼

り

貨

胳
«;
の
.増
大
に
ょ
っ
.て
投
資
の
消
費
'に
激

す

る

割

へ

ロ

を

増

し

、
：
産

業
 

日

本

経

皆

の

基

盤

'

'

:

資
金
の
必
要
を
充
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

1/
(
1
う
る
に
政
符
が
租
税
で 

吸
い
上
げ
た
収
入
の

一

部
を
産
業
資
金
に
投
下
し
た
外

、

赤
字
八
ム
債
の
発
行も
 

.

.

.し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
^

信
用
創
造
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
. 

I 

.由
が
重
な
''
0
合
っ
て
国
民
経
済
的.に
.見
れ
ば
、
貯
蓄
率
は
か
な
り
高
：い
も
の
と 

'
な
っ
た
。
第
20

表

-;
よ
#

は
、
明
治
四
十
年
、
四
十
一
年
、
大
正
.
三
年
、
大
正
十 

一
：
一
年
、
.,

昭
和
五
、
六
年
の
六̂
.
間

を

除

き

、
大

体

一

〇

％

以

上

の

.
貯

蓄

率

が

示

さ
 

れ
て
い
る。

■ハ
..ロ

 

？；

ド
が
そ
の.「

動
跪
経
済
学
序
説」

の
中
で
指
摘
し
た
よ
う 

に
短
期
の
貯
蓄
性
昀
は
景
気
循
環
の
各
局
面
に
お
い
て
変
動
し
易
い
も
の
で
あ 

る
か
ら
、
：.こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た-
と
は
择
し
む
に
当
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り 

，も
注
目
す
べ
き
は
、
大
正
六
、
七
年
に
は
貯
蓄
率
が
三
〇
％
を
越
ぇ
、
大
疋
八

〜

 

十
年
、
昭
和
十
、
十
一
年
ご
ろ
.
.に
も
ニ
〇
％
に
近
い
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
で 

ソ
一
こ
れ
は
極
め.て
：高
率
と
い
わ
ざ
る
を
得'な
，い
0

\
わ
が
国
の
国
民
所
得
の
晓
長
率 

は
他
国
に
比.
ベ
■
て
か
な
り
高
い
と.
い

わ

れ

て

：い

る

が

、

そ

の

第

一

の

'
■

&
は

こ 

，
の
高
い
貯
蓄
率
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
，で
き
よ
う

o

'
そ
し
て
そ
の
最
大
の
部
分 

.

が
私
人
証
券
投
資.で
あ
り
、.
社

内

留

保

が

比

較

的

少

な

い

の

も

.
一

つ

の

特

徴

で 

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
企
業
が
自
已
資
金
.を
十
分
欠
蓄
え
て.
い
な
.い
こ
と
.を
意
味 

す
る
。.
.そ
の
た
め
企
業0

投
資
計
画
は
金
融
機
関
の
態
度|
へ
つ
.
で

同

滑

に

遂

行
 

さ

れ

る

こ

と

も

、

又

、

計

麗

ヶ

行

：
か
：
な

.い

.£

と
；も
あ
っ
た。
' 

そ
し
て
金
利
政 

策
が
•か
.
な
り
効
果
を
あ
げ
得
；た
所
以
で
あ
る
.0

ア
メ
.
リ
ヵ
.
の
よ
う
：に
自
己
資
本 

.

の
.
ゥ

H

ィ
ト
が
太
含
く
な
る
と
金
刺
政
策
の
欽
響
も
余
り
受
け
な
い
し
、
投
資 

計
画
を
.立
：.て
：る
に.
当
4

て
、.
資
金
繰
り
か
ら
来
る
制
約
も
余
り
な
い
。
そ
じ
て 

信
用
創
造
が
大t

か
^
.
:た
；こ
と
は
絶̂

ず
物
価
に
親
を
与
え
、
莨
期
に
瓦
る

.

_ 

こ. 
一

.

0

 

ニ
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-
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諸 2 0 表 貯 蓄 率 (吉万円）

■ .
現金+ 保.險

通貨+ 預 
金通貨

私 人  
鞞券投資

社内留保 計
- i~. ..■■一-—一

生 産  
国民所得

....
貯蓄率

1906 305 152 1 15 473 2,970
%

29.4

1907 50 a  46 m： 19 129 3,336 4.0

1908 45 A 59 52 20 58 3,407 1.7

1909 133 47 349 8 537 3,305 16.2

1910 141 67 A 116 . . . 1 270 - 3,333 8,1

1911 124 67 194 20 405 3,884 10.4

1912 145 a  S3 218 B2 362 4,508 8.0

191B 264 a  20 140 ■ 31 415 4,556 9.1

1914 61 ム 20 128 25 189 4,241 4.5

1915 151 181 188 33 548 4,223 13.0

1916 740 245 a  65Q 125 783 5,146 15.2

1917 1,232 397 444 329 2,402 6,655 36.1

; 1918 1,693 425 835 34 : 2,987 9,257 32.3

1919 . 1,391 612 556 a  145 2,414 12,834 18.8

1920 517 厶 147 2,278 a  W 2,549 13,154 19.4 *

1921 820 110 1,150 a  26 2,054 12,055 17.0

1922 357 10 732 45 ： 1*144 12.107 9.4

1923 250 207 a  543 A 114 A 200 12,117 - 1 .7

1924 652 △ 200 1,570 104 2,126 13,702 15,5

1925 1,072 65 660 102 1,899 14,304 ：'  13.3

1926 820 136 387 14 1,357 13,344 10.2

1927 956 a  182 694 11 1,457 13,051 11.2

1928 1,512 a  155 12 64 1,433 13,464 10.7

1929 1,036 19 1,265 32 2,352 13,941 16.9

1930 210 a  220 387 a  97 330 11,245 2.9

1931 468 a  88 396 へ 111 665 10,678 6.2

1932 218 204 776 54 1,252 11,591 10.8

1933 1,205 237 165 278 1,885 12,963 14.5

1934 1,347 39 299 350 ! 2,035 13,670 14.8

1935 1,530 128 818 433 2,909 14,952 19.5

1936 2,046 293 388 . 5 5 7 3,279 16,645 19.7

1937 2,247 1,134 2,842 697 6,920 19,806 35.8

1938 4,790 1,048 2,790 931 9,559 22,605 42.2

1989 7,649 2,180 3,831 1,252 14,912 29,257 51.0
■’  . ■

ニ 
0
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第 2 1 衷国民所得と財政支出（一,般会計) （単位百万円>

国民所得
財 政 '支 出 比 率

国 家 . m . 方 合 計 国 家 地 方 舉 海

48 48 9.4 ■— 9.4
73 39 112 9.7 5.3 15,0
79 33 112 8.4 . 4.6 13,0
76 49 125 6,0 3.8 9,8

223 39 312 11,5 4.6 16.1

287 162 451 11.4 6.4 17.8
602 209 811 18.0 6,3 24.3
593 3B6 929 13.1 7 A 20.6
590 334 924 11.4 6.6 18,0

1,489 1,092 2,581 12,3 9.1 21.4

1,578 1,618 3,196 11,8 11.6 23.4
1,765 2,000 3,765 18.5 15.3 28.8
1,812 1,924 3,738 13.5 14,2 27.7
1,736 1,737 3,473 12.5 12,5 25.0
1,557 1,775 3,332 ：14.4 16.3 80.7

1,476 1,646 3,122 14.8 16.4 31.2
1,950 1,920 3,870 18.1 1T.9 36.0
2,254 2,558 4,812 19.0 21.8 40.7
2,168 2,266 4,429 17,6 18.6 36.2
2,206 2,377 4,583 16.8 . 17,5 33.8

2,282 2,987 5,269 15.6 20.4 36.0
2,709 2,322 5,031 16.1 13.9 30.0
3,288 2,430 5,718 17.3 14.8 32.1
4,493 2,666 7,161 19.0 11.1 30.1
5,860 ；3,123 8,983 21.6 11.5 33.1

8,133 3,502 11,637 26.4 11.3 37.7
8,276 3,798 12,074 23.4 14.4 37.8-

12,551 4,741 17,292 30.2 11.4 41.6
19,811 4,281 24,104 43.2 9.2 52.4

ニ
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ニ)

.•'
 

.....
 

-

'

.
ィ

ソ

；
フ

レ
.需
を
生
み
也
し
て.
い
'
た
の
で
あ
る6

窠
- *『

の
員*

で
あ
?)
'

は
#:
双
^

に
つ
い
て
は
第21
表 

.

.

^

'ヽ 

.

.に
示
す
ょ
ぅ
な
結
果
を

.

得
.

る
:0
こ
れ̂

見
る
と
国
家
財

.

.

.

. 

.

.推

：''
政
の
占
め
る
割
合
は
満
州
事
変
前
後
か
ら
急
増
し
、て
い

，
.

_ 

る
。
>」

れ
は
軍
事
支
出
と
赤
宇
公
債
の
発
行
に
ょ
る
4
 

■

，

の
：マ
あ
る
が
、
日
華
事
変
以
後
：の
戦
時
経
済
に
突
入
す 

^

る
域
前
の
昭
和
年
間
に

お
い
て
'は
、>
国
家
財
政
と
地
方 

:■
(

;

財
政
の
占
め
る
割
合
が
ほ
ぽ
対
等
と
な
っ
て
い
.る
。
そ 

.

し
て
こ
れ
は
昭
和
年
間
に
入
つ
て
か
ら
の
現
象
で
、
大 

正
年
間
ま
で
は
国
家
財
政
の
ゥ
ェ
ィ
ト
が
圧
倒
的
に
大 

•
.

き
い
。
こ
れ
は
：地
方
財
政
の
.膨
脹
を
物
語
る
も
の
で
あ 

一：.

る
が
、
金
体
と
し
て
の
財
政
規
模
も
景
気
の
局
面
に
ょ
：
 

っ
て
多
少
の
ジ
グ
ザ
グ
は
あ
るに
し
て
も

、

‘

次
第
に
増 

:

加
の
傾
亂
に
向
っ
て
い
た
事
実
は
争
え
な
い
。
し
か
も 

わ
が
国
の.基
礎
産
業
は
財
政
面
か
ら
'の
補
助
金
を
受
け 

.

て
成
長
し
た
点
、が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の 

財
政
の
伸
び
と
童
工
業
の
発
展
と
は
塞
な
相
関
を
有

し
.で
い
た
の.
で
あ
る
。
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治 

芷

和 

平

’
明 

大

昭

.予

算

'

統

制

：の

成

立

要

：件

'

㈠

.

会

.

計

.
制

度

予
算
統
制
は
、
湩
.々
の
効
益
を
齎
す
も
の
で
あ
る
が
V
 

.こ

の

予

算

統

制

を

有
 

効
、
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
は
会
計
制
度
の
完
II

し

て

い

る

こ

と

.を

必

要

と 

す
る
。
予
算
統
制
に
適
疮
す
る
よ
う
な
会
計
制
度
確
立
の
た
め
先
ず
研
究
を
要 

ナ
る
の
は
、
従
来
の
会
計
制
度
を
い
か
に
予
算
統
制

.に
適
芯
さ
せ
る
か
と
，い
う 

こ
と
で
あ
り
、
次
に
予
尊
統
制
の
た
め
の
特
殊
な
も
の
が
必
要
か
ど
う
か
と
い 

う
^

と
て
あ
る
。

■

会
計
.の
主
要
問
題
のj

つ
で
あ
る
勘
定
科
目
の
整
備
は
、
予
算
統
制
の
問
題 

を
考
慮
し
な
く
て
も
、
.

既
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
企
業
が
予
算
統
制
を
実 

'施
す
る
に
当
っ
て
は
、
既
存
勘
定
組
織
の
不
備
-̂

点
を
匡
疋
し
.、
適
当
だ
管
理 

組
織
に
適
合
す
る
処
の
勘
定
科
目
を
作
成
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ 

り
.次
の
事
項
を
建
成
し
よ
う
と
す
る
め
で
あ
る
。

⑴

予
算
編
成
に
際
し
て
統
ー
的
に
実
施
す
る

.

⑵
•
.
予
算
と
実
績
の
比
較
：を

容

易

に

す

る•

.

.

.

.

■

■

予
算
統
制
の
成
立.
要
件
:

.

.

和
，：田
ぃ
木
:'
松
：
太

'
y

郎

■

こ
の
よ
う
に
し
て
整
傲
さ
れ
た
総
勘
定
充
帳
の
勘
定
科
目
に
一
致
し
て
〒
豸 

.科
目
'を
設
定
す
る
こ
と
は
重
要
な
要
件
で
あ
る
。
こ

れ
は
も
し
会
計
組
織
に
お 

.い
て
総
勘
定
一

R

帳
の
科
目
名
と
.
'予
算
に
用
い
る
科
目
名
と
：が
相
違
す
る
と
き 

は
、
予
算
見
積
が
困
難
な
許
り
で
な
く
、
：
予
算
実
績
の
比
較
を
渋
锆
さ
せ
、
且 

つ
責
任
不
明
の
科
目
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
.
•

基
本
的
に
は
、
未
来
計
算
で
あ
る
予
算
を
通
じ
て
、
い
か
に
各
部
門
の
活
動 

■を
反
映
さ
せ
、
，調
整
を
行
う
か
と
い
う
こ
と
、
及
び
編
成
し
：た
予
算
を
各
部

 ̂

が
実
施
す
る
際
、
い
か
に
こ
れ
を
遵
守
し
て
い
る
か
、
又
予
®
実
廣
の
比
較
が 

可
能
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
が
等
の
点
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

V

1—

九
五
五
年
の
調
査
ば.つ
：ぎ
办
賢
料
を
据
供t
.

て
い
'る

(

第
'一.
.
ニ
表
参 

照)

。

-

-
 

_

こ
れ
に
よ
れ
ゼ
耵
社
が
勘
定
科
目
と
予
算
科
团
が
一.
致
し
て
い
る
。

こ
れ
ら 

の
企
業
に
お
い
て
も
、
特
殊
調
査
と
し.て
^'
'

用

の

自

的

別

に

予

算

科

目

を

集

計
 

し
て
い
：る
場
合
が
散
見
ざ
れ
る
。

.

例
立
ば
次
の
如
く
ヤ
あ
る
。

|
:

但

し

、
：

一
亂
目 

的
別
に
編
成
さ
れ
る
。

」

殆
ん
ど 
一

•

致
し
て
い
る
。

(

但

しj.

部
に
費
用
.の
目
的 

:

;

'

\-.
:

:
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